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イタリアの革命家／思想家アントニオ・グラムシは、






























もたない労働者という関係が成立する「本源的蓄積」という段階を理論化した。 の開始には土地を農民からそして植民地から収奪するという暴力的な過程があ とうことだが、フェデリーチはマルクス もうひとつの根源的な暴力を見逃していると 。資本主義社会 お て、労働力そのものの再生産、つまり、ひ 労働者として明日も働くために必要な食事や休息、将来労働者になるひとを産み育てることなど、 「家事労働」と総称される労働は、賃金を支払われる「労働」とはみ されていな 。資本必要不可欠な労 力を再生産することにかかわるコストを負担しないことでさらなる発展を遂げる。妊娠・出産を女性に課し、圧倒的に多くの場合女性によって担わ る家事労働を無償化することもま 「本源的蓄積」であフェデリーチは論じたのである。
コロニアリズムによって開始され、資本主義の暴力が吹
き荒れるグローバリゼーションのなかに、私たちの知と身体は投げ出されている。現代世界への問いは、世界のサバルタンの、そして私たち自身の、傷つけられた存在から始められなければならないのである。
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